
西
部
方
面
隊
創
隊
70
周
年

西
部
方
面
音
楽
隊
第
52
回
定
期
演
奏
会

西
部
方
面
総
監

荒
井
陸
将
は
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
６
月
の
間
、
自
衛
隊

宮
崎
地
方
協
力
本
部
、
西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
、
西
部
方
面
指
揮
所
訓
練

支
援
隊
、
八
重
瀬
分
屯
地
、
西
部
方
面
情
報
隊
、
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
、

相
浦
駐
屯
地
、
大
村
駐
屯
地
、
竹
松
駐
屯
地
及
び
九
州
補
給
処
健
軍
支
処
の
初

度
視
察
を
実
施
し
現
状
把
握
と
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

イ
オ
ン(

株)

と
の
協
定
締
結
式

総
監
初
度
視
察

西部方面指揮所訓練支援隊（運営状況確認）

相浦駐屯地（儀仗）

自衛隊宮崎地方協力本部（施設巡視）西部方面システム通信群（隊員との懇談）

八重瀬分屯地（施設巡視）西部方面情報隊（旗手申告）

締結式の状況

西
部
方
面
隊
は
令
和
７
年
４
月
３
日
（
木
）
、
大
規
模
災
害
時

等
に
お
け
る
被
災
者
の
迅
速
な
救
援
及
び
復
旧
等
に
係
る
連
携
・

協
力
の
た
め
、
イ
オ
ン(

株)

と
の
協
定
締
結
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
大
規
模
災
害
対
処
に
お
け
る
協
力

態
勢
を
強
化
し
、
災
害
対
処
の
実
効
性
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

自衛隊長崎地方協力本部（施設巡視）

大村駐屯地（隊員との懇談）竹松駐屯地（施設巡視）九州補給処健軍支処（施設巡視）

トロンボーン独奏（香坂士長） 国家斉唱

演奏会の様子（音楽と映像のコラボ） 熱唱する隊員（左から水上３曹、角田３曹、波多江３曹、大津３曹）

第
１
次
教
育
訓
練
基
盤
構
築

西
部
方
面
隊
は
、
令
和
７
年
４
月
５
日
（
土
）
か
ら
4
月
23
日

（
水
）
ま
で
の
間
、
九
州
各
地
の
演
習
場
に
お
い
て
、
演
習
場
の

機
能
向
上
及
び
機
能
維
持
に
係
る
所
要
の
整
備
を
実
施
し
て
、
教

育
訓
練
に
必
要
な
基
盤
を
整
備
し
ま
し
た
。

大野原演習場（手榴弾投擲場整備）霧島演習場（２５ｍ射場整備）

日出生台演習場（通信線整備）大矢野原演習場（連絡道整備）

西
部
方
面
隊
は
、
令
和
７
年
６
月
14

日
（
土
）
、
熊
本
県
立

劇
場
に
お
い
て
、
西
部
方
面
音
楽
隊
第
52

回
定
期
演
奏
会
を
実

施
し
、
約
１
，
２
６
０
名
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
地
域
と
と
も
に

未
来
を
ひ
ら
く

我
ら
防
人
」
～
地
域
と

と
も
に
70

年
。
守
り
続
け
る
未
来
の
た
め
に
～

を
テ
ー
マ
に
、

「
バ
ン
ド
の
た
め
の
ゴ
ジ
ラ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
や
「
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ

Ｙ
Ｓ

三
丁
目
の
夕
日
」
、
「
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
・
ウ
ィ
ン

ド
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
な
ど
の
過
去
か
ら
未
来
に
つ
な
が
る
全
11

曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

演
奏
に
合
わ
せ
て
上
映
し
た
70

年
の
歴
史
を
振
り
返
る
映
像

に
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
指
差
し
て
囁
き
あ
っ
た
り
、
涙
を
拭
っ

た
り
す
る
観
客
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
「
大
変
感
動
し
た
。
ま
た

聴
き
に
来
た
い
」
「
こ
れ
ま
で
聴
い
て
き
た
演
奏
会
で
一
番
よ

か
っ
た
」
「
映
像
と
の
コ
ラ
ボ
が
よ
か
っ
た
」
等
の
感
想
や
賞

賛
を
沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。

発 行 所
自衛隊 西部方面総監部

総務部広報室
電話 096-368-5111

印 刷 所
（有）明星印刷所



お問い合わせ先
福岡駐屯地

第４師団広報室
092-591-1020

お問い合わせ先

北熊本駐屯地
第８師団広報室
096-343-3141

第
４
師
団
創
立
63
周
年
・
福
岡
駐
屯
地

開
設
75
周
年
記
念
行
事

式辞を述べる師団長

第
４
師
団
及
び
福
岡
駐
屯
地
は
、
令
和
７
年
４
月
20
日
（
日
）
、

福
岡
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
４
師
団
創
立
63
周
年
・
福
岡
駐
屯
地

開
設
75
周
年
記
念
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
行
事
は
、
強
靭
な
部
隊
の
威
容
を
示
し
、
第
４
師
団
及
び
福

岡
駐
屯
地
に
対
す
る
地
域
住
民
の
理
解
を
更
に
深
め
る
と
と
も
に
、

部
内
外
に
対
し
て
第
４
師
団
と
し
て
「
我
が
第
４
師
団
は
北
部
九

州
地
区
と
い
う
我
が
国
防
衛
上
の
要
点
を
担
任
し
て
い
る
と
い
う

こ
の
意
義
を
か
み
し
め
、
引
き
続
き
任
務
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ

る
」
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
留
意
し

て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈
式
に
お
い
て
は
、
平
素
よ
り
自
衛
隊
の
活
動
に
対

す
る
協
力
や
就
職
援
護
協
力
等
に
よ
り
多
大
な
ご
協
力
を
頂
い
て

い
る
功
労
者
の
皆
様
に
対
し
て
、
師
団
長
か
ら
感
謝
状
及
び
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
お
い
て
は
、
６
名
の
国
会
議
員
の
皆
様
、
服
部
誠

太
郎
福
岡
県
知
事
を
は
じ
め
近
隣
自
治
体
の
首
長
、
県
・
市
議
会

議
員
の
方
々
、
歴
代
師
団
長
等
多
数
の
ご
来
賓
及
び
一
般
来
場
者

の
ご
参
加
を
賜
り
、
整
斉
・
円
滑
と
執
り
行
わ
れ
、
各
部
隊
は
力

強
い
観
閲
行
進
を
実
施
し
て
、
来
場
さ
れ
た
方
々
に
そ
の
威
容
を

示
し
ま
し
た
。

観
閲
官
（
第
４
師
団
長
・
戒
田
重
雄
陸
将
）
は
式
辞
に
お
い
て

『
職
務
に
対
す
る
絶
対
的
な
誇
り
と
特
技
に
対
す
る
絶
対
的
な
自

信
、
こ
れ
を
堅
持
し
つ
つ
、
い
か
な
る
任
務
が
付
与
さ
れ
て
も
必

ず
遂
行
で
き
る
よ
う
「
一
所
懸
命
」
伴
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
。
師

団
・
駐
屯
地
隊
員
一
同
、
皆
様
方
の
ご
期
待
に
添
う
べ
く
日
々
努

力
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
』
と
今
後

の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
行
事
の
終
始
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
装
備
品
展
示
、

特
設
コ
ー
ス
で
の
戦
車
・
装
輪
車
の
装
備
品
試
乗
、
写
真
パ
ネ
ル

展
示
や
制
服
の
試
着
、
Ｖ
Ｒ
体
験
等
の
自
衛
隊
活
動
紹
介
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

音
楽
広
場
、
ち
び
っ
こ
広
場
で
の
様
々
な
催
し
を
実
施
し
て
、
自

衛
隊
員
に
対
す
る
親
近
感
を
醸
成
し
、
来
場
さ
れ
た
方
か
ら
は

「
初
め
て
の
経
験
で
楽
し
か
っ
た
」
「
日
頃
見
れ
な
い
も
の
が
た

く
さ
ん
見
れ
て
良
か
っ
た
」
等
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
４
師
団
及
び
福
岡
駐
屯
地
は
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
り
一
層
得
ら
れ
る
よ
う
、
多
種
多
様
な
任
務
に
邁
進
し
、

日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

記念式典

野外入浴セットを準備する隊員

第
８
師
団
は
、
令
和
７
年
４
月
13
日
（
日
）
、
第
８
師
団
創
立

63
周
年
・
北
熊
本
駐
屯
地
開
設
68
周
年
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
し

た
。記

念
式
典
に
は
、
九
州
・
沖
縄
地
区
防
衛
協
会
連
絡
協
議
会
会

長
木
村
敬

熊
本
県
知
事
、
河
野
俊
嗣

宮
崎
県
知
事
、
衆
参
両
国
会

議
員
、
防
衛
協
力
諸
団
体
及
び
歴
代
師
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
、

多
数
の
ご
来
賓
の
ご
参
加
を
頂
く
と
と
も
に
、
近
隣
住
民
の
方
々

等
、
約
八
千
人
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
は
、
熊
本
出
身
の
嘉

悦
な
つ
美
様
の
国
歌
独
唱
か
ら
始
ま
り
、
盛
大
に
記
念
式
典
を
執

り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

德
永
師
団
長
は
、
式
辞
に
お
い
て
国
防
の
第
一
線
で
あ
る
西
部

方
面
隊
に
お
け
る
第
８
師
団
の
隊
員
と
し
て
の
「
覚
悟
」
、
事
に

臨
ん
で
は
危
険
を
顧
み
ず
「
覚
悟
」
を
も
っ
て
任
務
を
完
遂
す
る

た
め
、
「
心
」
も
強
く
あ
る
必
要
が
あ
り
、
自
分
に
厳
し
く
、
人

の
痛
み
が
わ
か
り
、
強
い
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
た
組
織
を
作
っ
て

い
く
よ
う
要
望
し
、
ま
た
、
地
域
の
皆
様
と
の
「
和
」
、
部
隊
・

ご
家
族
を
含
む
隊
員
一
人
ひ
と
り
の
「
和
」
を
大
事
に
す
る
よ
う

併
せ
て
要
望
し
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
観
閲
行
進
、
訓
練
展
示
、
装
備
品
展
示
、
ド
ー

ザ
ー
に
よ
る
書
道
展
示
、
音
楽
隊
演
奏
、
太
鼓
演
奏
、
ダ
ン
ス
披

露
、
学
生
と
の
合
同
演
奏
及
び
熊
本
・
宮
崎
・
鹿
児
島
三
県
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
が
一
同
に
集
ま
り
、
く
ま
モ
ン
体
操
を
行
う
と
、
会
場

を
埋
め
尽
く
し
た
来
場
者
か
ら
は
、
盛
大
な
拍
手
と
歓
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。
本
記
念
行
事
を
通
し
、
第
８
師
団
及
び
北
熊
本
駐
屯

地
と
地
域
住
民
の
方
々
と
の
「
和
」
を
深
め
る
と
と
も
に
精
強
性

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
１
次
教
育
訓
練
基
盤
構
築

（第
８
特
殊
武
器
防
護
隊
）

第
８
師
団
は
、
令
和
７
年
４
月
14
日
（
月
）
か
ら
４
月
25
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
各
演
習
場
に
お
い
て
教
育
訓
練
基
盤
構
築
を

実
施
し
ま
し
た
。

師
団
全
隷
下
部
隊
は
、
任
務
遂
行
に
係
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ハ
ー

サ
ル
可
能
な
基
盤
を
構
築
す
る
た
め
、
現
在
の
演
習
場
の
機
能
を

向
上
さ
せ
る
整
備
及
び
現
在
保
有
す
る
機
能
を
維
持
す
る
整
備
を

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
、
訓
練
最
盛
期
に
向
け
、
訓
練
の
準
備
を
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
矢
野
原
演
習
場
整
備
に
参
加
し
た

第
８
特
殊
武
器
防
護
隊

先
任
上
級
曹
長

有
村
曹
長
は
「
自
分

た
ち
の
「
道
場
」
で
あ
る
演
習
場
が
任
務
完
遂
の
た
め
に
形
と
し

て
成
果
が
残
る
こ
と
に
隊
員
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
安
全
係
の
配
置
に
併
せ
て
若
年
隊
員
に
対
し
て
も
器
材
取
扱

い
等
の
指
導
を
実
施
し
、
事
故
な
く
基
盤
構
築
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

観閲行進

戦闘訓練展示ゆるキャラのコラボダンス

若手隊員に対する指導９６式多目的誘導弾の射撃

安全係による指導

佐
多
射
撃

（西
部
方
面
対
舟
艇
対
戦
車
隊
）

第
８
師
団
は
、
令
和
７
年
５
月
30
日
（
金
）
か
ら
６
月
７
日

（
土
）
ま
で
の
間
、
佐
多
射
場
に
お
い
て
洋
上
移
動
目
標
に
対
す

る
射
撃
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

西
部
方
面
対
舟
艇
対
戦
車
隊
（
隊
長

里
見
２
佐
）
は
、
隊
長

以
下
40
名
で
本
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
情
報
と
火
力
の
組
織
化
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
を
実
施
し

て
、
洋
上
目
標
に
対
す
る
前
進
観
測
班
の
能
力
向
上
を
図
る
と
と

も
に
師
団
火
力
調
整
所
と
の
連
携
要
領
を
確
認
し
て
、
洋
上
目
標

に
対
す
る
96
式
多
目
的
誘
導
弾
射
撃
の
実
効
性
を
向
上
す
る
目
的

で
実
施
し
ま
し
た
。
観
測
訓
練
は
、
観
測
器
材
を
使
用
し
、
標
定

を
実
施
し
て
、
未
来
位
置
に
対
す
る
射
撃
要
求
精
度
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
射
撃
訓
練
で
は
、
第
３
小
隊
の
実
射
訓
練
検
閲
を
併

せ
て
実
施
し
、
前
進
観
測
班
の
未
来
位
置
の
射
撃
要
求
に
基
づ
き
、

96
式
多
目
的
誘
導
弾
２
発
を
射
撃
し
て
、
全
弾
命
中
の
成
果
を
得

ま
し
た
。

洋上目標を観測する前進観測者

第
８
師
団
創
立
63
周
年
・北
熊
本
駐
屯
地

開
設
68
周
年
記
念
行
事

福
岡
県
防
災
訓
練

第
４
師
団
は
、
令
和
７
年
５
月
25
日
（
日
）
、
福
岡
県
総
合
防
災
訓

練
に
福
岡
駐
屯
地
所
在
の
第
４
後
方
支
援
連
隊
及
び
第
４
偵
察
戦
闘
大

隊
を
参
加
さ
せ
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
福
岡
県
内
の
春
日
市
、
大
野
城
市
及
び
那
珂
川
市
に
お

共同で人命救助訓練を実施する隊員

令
和
７
年
度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲

第
４
師
団
は
、
令
和
７
年
６
月
８
日
（
日
）
か
ら
13
日
（
金
）
ま
で

の
間
、
日
出
生
台
演
習
場
及
び
十
文
字
原
演
習
場
に
お
い
て
、
令
和
７

年
度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
、
実
際
的
な
領
域
横
断
作
戦
環
境
を
作
為
し
、
諸
職

種
協
同
を
含
む
各
種
戦
闘
力
の
組
織
化
及
び
各
級
指
揮
官
の
状
況
判
断

を
演
練
し
て
、
部
隊
の
進
歩
向
上
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
第
40
普

通
科
連
隊
（
小
倉
）
、
第
４
高
射
特
科
大
隊
（
久
留
米
）
及
び
第
４
飛

行
隊
（
目
達
原
）
の
３
個
部
隊
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

第
40
普
通
科
連
隊
は
、
高
射
特
科
部
隊
を
は
じ
め
と
す
る
諸
職
種
部

隊
の
配
属
を
受
け
て
戦
闘
団
を
編
成
し
、
８
日
、
梅
雨
入
り
に
よ
る
降

雨
続
き
で
地
面
が
泥
濘
化
す
る
中
、
敵
の
攻
撃
を
阻
止
す
る
た
め
、
敵

の
斥
候
や
ド
ロ
ー
ン
等
空
地
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
偵
察
活
動
に
対
し
て
我

の
陣
地
・
火
器
等
を
秘
匿
す
る
と
と
も
に
、
無
線
機
に
よ
る
通
信
規
律

に
努
め
つ
つ
、
ス
カ
イ
レ
ン
ジ
ャ
ー
（
ド
ロ
ー
ン
）
や
、
衛
星
等
あ
ら

ゆ
る
手
段
で
情
報
を
収
集
し
、
領
域
横
断
作
戦
環
境
に
適
応
し
た
戦
闘

を
実
施
し
ま
し
た
。

第
40
戦
闘
団
に
配
属
さ
れ
た
第
４
高
射
特
科
大
隊
は
、
敵
航
空
機
等

に
対
す
る
警
戒
を
厳
に
す
る
と
と
も
に
、
対
空
火
器
の
秘
匿
・
欺
騙
・

防
護
、
適
時
の
陣
地
変
換
等
に
よ
り
、
対
空
火
器
の
健
在
性
を
向
上
さ

せ
、
対
空
戦
闘
に
万
全
を
期
し
ま
し
た
。
ま
た
、
予
想
さ
れ
る
敵
の
ヘ

リ
ボ
ン
攻
撃
に
対
し
て
は
、
大
隊
の
統
制
の
も
と
、
戦
闘
団
全
体
と
し

て
綿
密
な
戦
闘
予
行
を
実
施
し
、
戦
闘
準
備
を
整
え
ま
し
た
。
戦
闘
段

階
に
お
い
て
は
、
敵
の
砲
迫
等
の
攻
撃
を
回
避
し
た
対
空
火
器
と
と
も

に
、
各
部
隊
の
携
帯
地
対
空
誘
導
弾
を
効
果
的
に
運
用
し
て
、
敵
の
ヘ

リ
ボ
ン
攻
撃
に
対
処
し
、
第
40
戦
闘
団
の
戦
闘
に
寄
与
し
ま
し
た
。

第
40
戦
闘
団
を
攻
撃
す
る
対
抗
部
隊
と
協
同
す
る
第
４
飛
行
隊
は
、

悪
気
象
が
続
く
中
、
天
候
の
間
隙
を
突
き
、
展
開
地
に
推
進
し
、
予
想

さ
れ
る
任
務
に
対
応
で
き
る
態
勢
を
確
保
し
ま
し
た
。
ま
た
、
対
抗
部

隊
の
攻
撃
進
展
に
寄
与
す
べ
く
計
画
さ
れ
た
へ
リ
ボ
ン
攻
撃
に
お
い
て

は
、
脅
威
と
な
る
対
空
火
器
に
対
し
、
地
上
火
力
に
よ
る
制
圧
、
偽
降

着
等
に
よ
り
、
任
務
を
遂
行
し
ま
し
た
。

第
４
師
団
は
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
の
訓
練
に
邁
進
し
、
い
か
な
る
任

務
に
も
対
処
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

い
て
大
規
模
な
豪
雨
災
害
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
自
治
体
、

各
防
災
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化
や
防
災
技
術
の
向
上
、
県
民
へ
の

防
災
意
識
の
普
及
啓
発
等
を
図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
偵
察
戦
闘
大
隊
は
１
時
間
に
１
３
０
ミ
リ
と
い
う
記
録
的
短
時

間
大
雨
に
よ
り
被
災
し
た
地
域
に
お
け
る
人
命
救
助
に
資
す
る
た
め
、

偵
察
活
動
や
堆
積
し
た
土
砂
の
除
去
等
を
実
施
し
、
自
治
体
及
び
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第
４
後
方
支
援
連
隊
は
、

被
災
し
た
地
域
の
生
活
支
援
及
び
復
旧
支
援
と
し
て
、
野
外
入
浴
セ
ッ

ト
に
よ
る
野
外
浴
場
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
入
浴
体
験
等
を
実
施
し

て
、
県
民
の
理
解
促
進
を
図
り
ま
し
た
。
第
４
師
団
は
、
こ
れ
か
ら
も

災
害
対
処
能
力
の
向
上
を
図
り
、
国
民
の
皆
様
の
安
全
を
守
る
と
と
も

に
安
心
感
を
付
与
で
き
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。



お問い合わせ先
那覇駐屯地

第15旅団広報・渉外班

098-857-1155

第
２
高
射
特
科
団
は
令
和
７

年
３
月
24
日
（
月
）
及
び
同

年
５
月
28
日
（
水
）
、
飯
塚

駐
屯
地
に
お
い
て
、
団
競
技
会

を
行
い
ま
し
た
。

本
競
技
会
は
特
に
若
年
隊
員

の
や
り
が
い
、
帰
属
意
識
及
び

士
気
の
高
揚
、
部
隊
の
団
結
強

化
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
、
各

隷
下
部
隊
が
各
中
隊
等
の
威
信

を
か
け
て
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
１
つ
目
の
競
技
と
し
て

「
炊
事
」
を
行
い
、
調
理
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
「
白
ご
飯
」

「
豚
汁
」
「
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
」

は
各
中
隊
等
共
通
の
指
定
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
、
メ
イ
ン
の

「
さ
ば
調
理
」
は
そ
れ
ぞ
れ
ア

レ
ン
ジ
し
て
調
理
し
ま
し
た
。

選
手
は
炊
事
経
験
の
少
な
い

若
手
隊
員
を
基
準
と
し
て
選
出

さ
れ
、
野
外
炊
具
を
使
用
し
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
苦
戦
し
な

が
ら
も
力
を
合
わ
せ
て
料
理
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
団
長
や
飯

塚
駐
屯
地
栄
養
士
な
ど
が
見
た

目
や
味
を
真
剣
に
審
査
し
、
第

２
高
射
特
科
団
本
部
付
隊
が
優

勝
し
ま
し
た
。
隊
長
や
選
手
た

ち
も
「
ま
さ
か
優
勝
で
き
る
と

は
」
と
驚
き
の
中
に
喜
び
と
感

動
が
に
じ
み
出
て
い
ま
し
た
。

次
に
２
つ
目
の
競
技
と
し
て

「
通
信
」
を
行
い
、
各
中
隊
等

の
陸
士
ま
た
は
３
曹
昇
任
４
年

未
満
の
若
手
隊
員
よ
り
抽
選
で

３
名
選
出
さ
れ
、
定
め
ら
れ
た

経
路
及
び
方
法
で
有
線
（
通
信

線
）
構
成
の
速
度
や
正
確
性
な

ど
を
競
い
ま
し
た
。
優
勝
は
第

３
高
射
特
科
群
本
部
管
理
中
隊

で
「
練
成
の
成
果
が
発
揮
で
き

て
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
喜
び

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

団
競
技
会
を
行
っ
た
の
は
令

和
元
年
以
来
約
６
年
ぶ
り
で
、

若
手
隊
員
に
と
っ
て
は
初
め
て

の
経
験
と
な
る
隊
員
も
多
か
っ

た
た
め
「
優
勝
」
と
い
う
１
つ

の
目
標
に
向
か
っ
て
協
力
し
、

努
力
を
重
ね
る
こ
と
は
戦
闘
・

戦
技
能
力
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、

隊
員
の
や
り
が
い
や
部
隊
の
団

結
強
化
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

第
２
高
射
特
科
団
は
今
後
も

任
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
２
高
射
特
科
団

競
技
会

優秀隊員の表彰 導通点検 調理風景構成資材の運搬

と列の様子

沖
縄
県
へ
の
行
幸
啓
に
対
す
る
と
列

第
15
旅
団
は
、
令
和
７
年
６
月
４
日
（
水
）
及
び
５
日
（
木
）
、
沖
縄
県

へ
の
行
幸
啓
に
際
し
、
陸
海
空
自
衛
隊
で
奉
迎
並
び
に
奉
送
を
行
い
ま
し
た
。

と
列
に
は
、
第
51
普
通
科
連
隊
、
第
15
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
、
第
15
後
方
支
援

隊
、
第
15
偵
察
隊
、
第
15
通
信
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
た
隊
員
約
40
名
が
参
加
し
、

旅
団
の
代
表
と
し
て
溌
溂
と
し
た
姿
で
厳
粛
に
任
務
を
遂
行
し
ま
し
た
。

第
51
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
（
火
）
か
ら
６
月
22
日

（
日
）
ま
で
の
間
、
那
覇
駐
屯
地
に
お
い
て
令
和
７
年
度
の
自
衛
官
候
補
生

教
育
を
行
い
ま
し
た
。
約
３
ヶ
月
間
、
団
体
生
活
に
不
慣
れ
な
候
補
生
達
は
、

教
官
・
助
教
の
親
身
な
教
育
に
団
結
し
て
取
り
組
み
、
６
月
22
日
に
は
49
名

全
員
が
無
事
修
了
式
を
迎
え
ま
し
た
。

式
に
は
多
く
の
保
護
者
、
自
治
体
の
首
長
の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
比
屋
根
候
補
生
は
「
被
災
地
で
頑
張
る
自
衛
官
の
姿
を
見
て
自
衛
隊

を
志
望
し
ま
し
た
。
私
も
人
を
守
り
支
え
ら
れ
る
自
衛
官
に
な
り
た
い
で

す
」
と
テ
レ
ビ
取
材
に
対
し
て
、
堂
々
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

み
ゃ
ー
く
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

（宮
古
島
）

第
15
音
楽
隊
は
、
令
和
７
年
６

月
２
８
日
（
土
）
、
マ
テ
ィ
ダ
市

民
劇
場
（
沖
縄
県
宮
古
島
市
）
に

お
い
て
み
ゃ
ー
く
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

み
ゃ
ー
く
と
は
宮
古
島
の
方
言

で
宮
古
島
の
人
を
表
す
表
現
で
す
。

宮
古
島
に
所
縁
の
あ
る
楽
曲
や

小
さ
な
お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
楽
曲
を
演
奏
し
、
約
９
３

０
人
の
来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

暑
さ
に
負
け
る
な
！

暑
熱
対
策
セ
ミ
ナ
ー

第
15
旅
団
は
、
令
和
７
年
６
月

３
日
（
火
）
及
び
４
日
（
水
）
、

那
覇
駐
屯
地
に
お
い
て
、
過
酷
な

暑
さ
を
克
服
す
る
た
め
の
暑
熱
対

策
セ
ミ
ナ
ー
を
39
社
か
ら
の
参
加

を
得
て
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

第
15
旅
団
の
隊
員
だ
け
で
な
く
、

海
空
自
衛
隊
や
米
軍
の
ほ
か
、
県

内
の
自
治
体
か
ら
も
研
修
が
あ
り
、

ま
た
、
地
元
の
中
学
・
高

校
の
吹
奏
楽
部
の
学
生
と
の

合
同
演
奏
も
行
い
、
演
奏
会

が
更
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
音
楽
隊

が
楽
し
そ
う
に
演
奏
し
て
い

る
の
が
見
て
い
て
気
持
ち
良

か
っ
た
」
な
ど
、
沢
山
の
励

ま
さ
れ
る
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

最
新
の
暑
さ
対
策
グ
ッ
ズ
や

技
術
等
を
取
り
扱
う
企
業
か

ら
の
説
明
や
展
示
を
熱
心
に

見
聞
き
し
て
い
ま
し
た
。
隊

員
か
ら
は
「
こ
れ
良
い
！
欲

し
い
！
」
や
「
な
る
ほ
ど
な

～
」
と
要
望
や
感
嘆
の
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

修了式の様子 基本教練の様子

行進訓練の様子戦闘訓練の様子

会場内の様子説明を聞く隊員

説明中の様子 装備品展示の様子 合同演奏の様子② 合同演奏の様子①

熱唱中の隊員 演奏中の様子

自
衛
官
候
補
生
教
育

第
24
期
一
般
陸
曹
候
補
生

訓
練
参
観
（国
分
）

第
一
一
三
教
育
大
隊
（
大
隊
長

山
下
２
佐
）
は
令
和
７
年

４
月
27
日
（
日
）
、
国
分
駐
屯
地
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
二

十
四
期
一
般
陸
曹
候
補
生
約
２
５
０
名
の
ご
家
族
等
に
対
し
、

訓
練
参
観
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
参
観
は
、
入
隊
か
ら
の
ご
子
息
の
成
長
を
確
認
し

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
教
育
の
概
要
や
福
利
厚
生
等
の
説
明
の

場
を
設
け
、
教
育
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
感
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
約
４
１
０
名
の
ご
家
族
等
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

基
本
教
練
の
様
子
を
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ご
家
族
等
に
見
守
ら
れ
る
中
、
気
合
十
分
の
学
生
達
は
、

一
ヶ
月
の
訓
練
成
果
を
披
露
し
、
ご
家
族
か
ら
は
「
実
際
の
様

子
を
見
て
安
心
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
、
「
は
じ
め
て
息
子
の

大
き
な
声
を
聞
い
て
驚
い
た
」
等
の
感
想
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
、
成
長
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
一
一
三
教
育
大
隊
は
、
今
後
も
学
生
の
成
長
を
後
押
し
し

て
、
修
了
式
に
は
よ
り
一
層
逞
し
い
姿
を
ご
家
族
等
に
お
見
せ

で
き
る
よ
う
教
育
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

班を指揮する一般陸曹候補生

久しぶりの家族との再会

写真に見入るご家族



全
国
自
衛
隊
大
会
制
覇

（西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
）

第
２
高
射
特
科
団
本
部
付
隊

濱
野
２
曹

二
女

濱
野

桜
嘉
さ
ん

救急車からの卸下

令
和
７
年
度
大
量
傷
病
者
収
療
訓
練

（自
衛
隊
熊
本
病
院
）

陸
自
ジ
ョ
ブ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
５
（沖
縄
地
本
）

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
定
期
運
航

（石
垣
駐
屯
地
業
務
隊
）

利用する隊員ホテルミヤヒラ（八重山防衛協会）

創部当時（昭和４９年）の写真

私
の
家
族
は
、
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
と
お
姉
ち
ゃ
ん
と
私

の
４
人
家
族
で
す
。
年
長
か
ら

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い

ま
す
。
今
年
、
小
学
４
年
生
に

な
っ
て
試
合
に
出
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
試
合
の

と
き
に
、
お
母
さ
ん
が
お
弁
当

を
作
っ
て
く
れ
て
、
と
て
も
助

か
っ
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
は

仕
事
で
忙
し
く
て
も
、
試
合
の

送
り
迎
え
を
し
て
く
れ
た
り
、

家
族
の
た
め
に
時
間
を
と
っ
て

く
れ
て
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
毎

日
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
、
試
合
で

も
っ
と
い
い
プ
レ
ー
を
見
せ
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
練
習
を
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

バスケットボールでの試合の一コマ

西部方面隊は、令和７年１２月１日に、創隊７０周年を
迎えます。７０周年を記念してロゴマークを作成しました。
西部方面隊の部隊章に、「70th」「ANNIVERSARY」と大き
く表記し、７０周年を祝うとともに、７０年の歴史・伝統
への誇りと明るい未来を表現しました。また、方面隊の部
隊章（西方の国土、海を表現）の周り「WESTERN ARMY」
で囲み、強固な日米共同による「西の守り」を表現しまし
た。

西部方面隊
公式ホームページ

自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
は
、
令
和
７
年

６
月
22
日
（
日
）
、
陸
上
自
衛
隊
那
覇
駐
屯
地

に
お
い
て
陸
上
自
衛
隊
の
魅
力
を
発
信
す
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
～
見
て
・
聞
い
て
・
体
験
す

る

陸
自
の
お
仕
事
展
～
」
を
テ
ー
マ
に
「
陸

自
ジ
ョ
ブ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
５
」
を
行
い
ま

し
た
。

第
２
回
目
の
開
催
と
な
る
今
大
会
は
、
沖
縄

県
内
の
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
延
べ
８
５
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
修
了
式
（
以

下
、
修
了
式
）
を
見
学
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
陸
上
自
衛
隊
の
職
種
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
新
た
に
、
普
段
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
修
了
式
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
自
衛
官

候
補
生
の
成
長
し
た
姿
を
直
に
感
じ
て
も
ら
い
、

そ
の
結
果
「
感
動
し
た
」
「
か
っ
こ
よ
か
っ

た
」
な
ど
、
特
に
保
護
者
世
代
の
方
々
か
ら
多

く
の
好
評
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
の
メ
イ
ン
で
あ
る
職
種
説
明
会

に
お
い
て
は
、
陸
上
自
衛
隊
全
16
職
種
、
専
門

職
域
で
あ
る
法
務
・
語
学
及
び
不
発
弾
処
理
隊

を
含
む
、
19
個
の
職
種
・
職
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の

ブ
ー
ス
に
お
い
て
職
種
説
明
及
び
職
業
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
熱
心
に
説
明
す

る
隊
員
の
姿
や
初
め
て
見
る
装
備
品
に
興
味
を

示
す
と
と
も
に
、
様
々
な
体
験
を
通
し
て
「
勉

強
に
な
っ
た
」
「
ま
た
実
施
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
と
語
り
、
満
足
し
て
会
場
を
後
に
さ
れ
ま
し

た
。自

衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
は
、
引
き
続
き

広
報
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
の
魅
力
を
発
信
で

き
る
よ
う
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

モールス信号体験の様子ジョブリンピックの様子

修了式見学の様子

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
は
、
朝
霞
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ
た
第
四
十
九
会
全

国
自
衛
隊
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

男
子
の
部
に
お
い
て
優
勝
し
三
連
覇
を
達
成
す

る
と
と
も
に
、
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部
も
三
大
会
ぶ
り
に
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、

西
シ
通
群
主
力
で
あ
る
健
軍
駐
屯
地
空
手
道
部
も
第
五
十
九
回
全
国
自
衛
隊
空
手

道
部
選
手
権
大
会
に
お
い
て
団
体
戦
組
手
の
部
で
五
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
す
と

と
も
に
、
個
人
戦
の
部
に
お
い
て
は
男
女
共
に
優
勝
し
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
昭
和
五
十
ニ
年
、
「
全
国
に
誇
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
創

部
し
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
に
よ
り
発
足
し
、
同
大
会
で
三
十
回
の
優
勝
を
果

た
し
、
最
高
八
連
覇
を
達
成
。
ま
た
、
空
手
道
部
は
昭
和
三
十
六
年
、
空
手
道
を

通
じ
て
、
「
人
格
の
形
成
・
仲
間
へ
の
尊
重
と
敬
意
に
よ
っ
て
如
何
な
る
任
務
に

も
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
」
を
目
的
と
し
て
発
足
し
、
同
大
会
で
十
五
回
の
優

勝
を
果
た
し
、
最
高
七
連
覇
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

両
部
は
群
の
任
務
を
全
力
で
遂
行
す
る
傍
ら
西
シ
通
群
協
力
会
の
応
援
を
頂
き

な
が
ら
活
動
し
、
歴
史
と
伝
統
の
継
承
者
と
し
て
努
力
を
傾
注
し
て
、
基
礎
体
力

の
向
上
は
も
と
よ
り
、
人
格
形
成
の
修
養
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
と
の
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

全自衛隊空手道選手権大会優勝

昭和５２年全自バレーボール選手権大会
初出場初優勝凱旋

全自バレーボール選手権大会優勝

患者の搬送

全自衛隊空手道選手権大会 攻め込む隊員 全自バレーボール選手権大会躍動する隊員

自
衛
隊
熊
本
病
院
は
、
令
和
７
年
６
月
19

日
（
木
）
、
熊
本
駐
屯
地
に
お
い
て
「
令
和

七
年
度
大
量
傷
病
者
収
療
訓
練
」
の
段
階
的

な
訓
練
と
し
て
「
患
者
搭
載
卸
下
訓
練
」
を

行
い
ま
し
た
。

大
量
傷
病
者
収
療
訓
練
は
、
有
事
に
お
け

る
大
量
傷
病
者
の
発
生
を
想
定
し
、
患
者
の

収
容
調
整
か
ら
航
空
機
に
よ
る
患
者
空
輸
、

車
両
に
よ
る
搬
送
、
病
院
へ
の
搬
入
及
び
診

療
ま
で
の
一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
段
階
的
に

演
練
・
検
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
訓

練
で
は
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
患
者
の
病
院

へ
の
搬
入
要
領
に
つ
い
て
演
練
し
、
今
年
９

月
に
実
施
予
定
の
ヘ
リ
実
機
を
使
用
し
た
搭

載
卸
下
訓
練
及
び
10
月
の
総
合
訓
練
に
向
け

て
、
基
礎
的
な
動
作
に
習
熟
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
各
種
事
態
対
処
時
に

お
け
る
衛
生
支
援
の
更
な
る
実
効
性
向
上
を

図
り
、
訓
練
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

西部方面隊創隊７０周年

石
垣
駐
屯
地
業
務
隊
（
隊
長

大
町
２
佐
）
は
、

３
月
２
日
（
日
）
か
ら
隊
員
の
外
出
時
に
お
け
る

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
定
期
運
行
を
担
任
実
施
し
ま
し

た
。営

内
居
住
者
の
外
出
手
段
を
担
保
し
、
都
市
部

又
は
近
郊
に
所
在
す
る
営
内
居
住
者
と
の
格
差
を

是
正
し
て
、
組
織
の
魅
力
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

３
月
２
日
（
日
）
～
４
月
28
日
（
月
）
ま
で
の

間
の
土
・
日
・
祝
日
を
対
象
に
運
行
（
試
行
）
し
、

試
行
期
間
終
了
に
伴
い
各
部
隊
か
ら
意
見
収
集
し

て
、
一
定
の
利
用
者
が
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
５
月
か
ら
本
運
行
す
る
と
と
も
に
、
オ
ー
プ
ン

系
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
予
約
を
可
視
化
し
、
利

用
要
望
を
受
け
て
か
ら
運
行
す
る
予
約
制
へ
変
更

し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

利
用
し
た
隊
員
か
ら
は
、
「
路
線
バ
ス
は
午
後

２
便
し
か
な
く
、
外
出
時
は
毎
回
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
て
い
た
の
で
本
当
に
助
か
り
ま
す
」
と
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
更
な
る
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
安
全
運
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。


